
平
成
二
十
二
年
四
月
十
三
日
受
領

答

弁

第
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四

八

号

内
閣
衆
質
一
七
四
第
三
四
八
号

平
成
二
十
二
年
四
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

菅

�

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
加
藤
勝
信
君
提
出
労
働
者
派
遣
事
業
の
実
情
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
加
藤
勝
信
君
提
出
労
働
者
派
遣
事
業
の
実
情
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。
な
お
、
「
東
京
都
が
開
設
し
た
、
い
わ
ゆ
る
公
設
派
遣
村
に
援
助
を
求
め
て

来
ら
れ
た
人
た
ち
」
の
数
は
、
八
百
六
十
人
で
あ
っ
た
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
行
方
不
明
と
な
っ
た
者
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
東
京
都
か
ら
聞
い
た
と

こ
ろ
、
「
東
京
都
が
就
職
活
動
に
必
要
な
資
金
」
と
し
て
施
設
利
用
者
に
支
給
し
た
一
時
金
に
つ
い
て
、
昼
食
代
及
び
交
通

費
等
に
要
し
た
費
用
の
精
算
を
行
っ
て
い
な
い
者
の
人
数
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日
時
点
で
九
十
人
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
十
月
か
ら
平
成
二
十
二
年
一
月
ま
で
の
間
に
生
活
保
護
が
開
始
さ
れ
た
世
帯
数
は
、
福
祉
行
政
報
告
例
に
よ

一



る
と
、
累
計
で
四
十
一
万
二
千
七
百
三
十
九
世
帯
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
の
「
非
正
規
労
働
者
の
雇
止
め
等
の
状
況
に
つ
い
て
（
三
月
報
告
）
」
に
よ
る
と
、
労
働
者
派
遣
契
約
の
期

間
満
了
又
は
中
途
解
除
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
十
八
日
ま
で
の
間
に
雇
用
調
整
を
実
施

済
み
で
あ
る
か
又
は
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
六
月
末
ま
で
の
間
に
雇
用
調
整
を
実
施
予
定
で
あ
る
派
遣

労
働
者
の
数
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
十
八
日
調
査
の
時
点
で
は
十
四
万
八
千
六
百
三
十
四
人
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
生

活
保
護
の
対
象
と
な
っ
た
人
数
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

な
お
、
解
雇
等
に
伴
い
住
居
を
喪
失
し
た
求
職
者
等
に
対
す
る
雇
用
促
進
住
宅
及
び
公
営
住
宅
を
含
む
公
的
賃
貸
住
宅
に

お
け
る
入
居
決
定
件
数
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
二
十
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
十
九
日
ま
で
の

間
の
累
計
で
、八
千
九
百
七
十
件
、平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
十
九
日
ま
で
の
間
の
累
計
で
、

二



三
千
三
百
十
件
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
二
月
に
雇
用
調
整
助
成
金
（
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
支
給
の
前
提

と
な
る
休
業
等
実
施
計
画
届
を
提
出
し
た
事
業
所
の
数
は
、
延
べ
七
万
九
千
七
百
五
十
四
事
業
所
（
速
報
値
）
、
当
該
計
画

届
に
お
け
る
対
象
労
働
者
の
数
は
、
延
べ
百
六
十
万
八
千
百
九
十
六
人
（
速
報
値
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
事
業
所
の
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
平
成
二
十
二
年
二
月
に
支

給
対
象
と
な
っ
た
派
遣
労
働
者
の
数
は
、
延
べ
五
千
九
百
七
十
七
人
（
速
報
値
）
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
労
働
者
派
遣

事
業
の
事
業
主
の
一
部
が
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
活
用
に
よ
り
雇
用
の
維
持
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

制
度
が
創
設
さ
れ
た
平
成
二
十
一
年
二
月
六
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
末
日
ま
で
の
間
に
離
職
者
住
居
支
援
給
付
金
の

支
給
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
の
数
は
、
延
べ
千
五
百
八
十
九
事
業
所
（
速
報
値
）
、
支
給
対
象
と
な
っ
た
労
働
者
の
数
は
、

四
千
二
百
五
十
九
人
（
速
報
値
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
事
業
所
の
数
及
び
派
遣
労
働
者
の
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
離

三



職
者
住
居
支
援
給
付
金
の
支
給
の
前
提
と
な
る
再
就
職
援
助
計
画
の
提
出
状
況
（
速
報
値
）
で
見
れ
ば
、
同
期
間
中
に
提
出

さ
れ
た
当
該
計
画
に
お
け
る
対
象
労
働
者
一
万
六
千
五
百
十
八
人
中
、
八
千
百
七
十
八
人
が
派
遣
労
働
者
で
あ
り
、
政
府
と

し
て
は
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
事
業
主
の
一
部
が
、
離
職
者
住
居
支
援
給
付
金
の
活
用
に
よ
り
離
職
し
た
派
遣
労
働
者
の
住

居
の
確
保
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

総
務
省
の
「
労
働
力
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
一
年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
の
平
均
で
、
非
正
規
の
職
員
・
従

業
員
は
千
七
百
六
十
万
人
、
こ
の
う
ち
労
働
者
派
遣
事
業
所
の
派
遣
社
員
は
百
十
一
万
人
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
五
年
法
律
第
七
十
六
号
。
以
下
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
」

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九

年
法
律
第
七
十
二
号
）
に
よ
り
改
正
さ
れ
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
法
附
則
第

七
条
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
同
法
に
よ
る
改
正
後
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
規
定
の
施
行
状
況
も
勘
案
し
つ
つ
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
改
正
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

四



契
約
社
員
に
つ
い
て
は
、
有
期
労
働
契
約
の
在
り
方
に
関
し
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
研
究
会
で

検
討
を
行
い
、
本
年
夏
頃
ま
で
に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
該
報
告
書
も
踏
ま
え
、
労
働
政
策
審
議

会
に
お
い
て
審
議
を
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
と
な
る
施
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

請
負
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
派
遣
の
よ
う
に
雇
用
関
係
と
指
揮
命
令
関
係
と
が
異
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

請
負
事
業
主
が
使
用
者
と
し
て
の
責
任
に
基
づ
き
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
等
を
遵
守
す
べ
き
で

あ
る
と
こ
ろ
、
現
時
点
で
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
特
別
立
法
を
検
討
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

八
の
�
に
つ
い
て

「
平
成
二
十
年
派
遣
労
働
者
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
派
遣
労
働
者
の
平
均
賃
金
が
時
間
給
換
算
で
千
二
百
九
十
円
、
物

の
製
造
の
業
務
に
お
け
る
派
遣
労
働
者
の
平
均
賃
金
が
時
間
給
換
算
で
千
百
十
九
円
と
な
っ
て
い
る
。

八
の
�
に
つ
い
て

「
平
成
二
十
年
派
遣
労
働
者
実
態
調
査
」
の
よ
う
に
各
種
手
当
を
除
い
た
基
本
給
の
み
を
調
査
対
象
と
し
た
方
法
で
は

「
正
規
労
働
者
」
等
の
賃
金
実
態
の
調
査
を
し
て
お
ら
ず
、
正
確
な
比
較
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
「
平
成
二
十
年

賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
の
結
果
を
基
に
、
基
本
給
に
各
種
手
当
を
加
え
た
所
定
内
給
与
額
の
一
時
間
当
た
り
の
額
を
試

五



算
す
る
と
、
「
正
社
員
・
正
職
員
」
が
千
九
百
十
八
円
、
「
正
社
員
・
正
職
員
以
外
」
が
千
百
九
十
五
円
と
な
っ
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
が
平
成
十
九
年
に
実
施
し
た
「
平
成
十
九
年
就
業
形
態
の
多
様
化
に
関
す
る
総
合
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、

健
康
保
険
の
適
用
を
受
け
て
い
る
派
遣
労
働
者
の
割
合
は
八
十
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
を
受
け
て
い
る

派
遣
労
働
者
の
割
合
は
七
十
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
雇
用
保
険
の
適
用
を
受
け
て
い
る
派
遣
労
働
者
の
割
合
は
八
十
二
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
に
つ
い
て
は
、
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
は
、
雇
用
形

態
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
労
働
者
災
害
補
償
保
険
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
調
査
は
、
各
種
社
会
保
険
の

適
用
対
象
と
な
ら
な
い
労
働
者
も
対
象
と
し
て
い
る
。

六


